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 要  旨 
消費者自ら情報を発信するメディアのひとつに商品評価掲示板がある．商品やサービスについ
て，消費者が感想や評価を書き込むサイトである．サイト開設以来，ユーザ数，クチコミ投稿数
ともに増加し続けている化粧品評価サイトを本研究の場とする．
ると 3 つの役割がある．情報の投稿，取得，意見交換を行う
したり，投稿された情報を参考にしたりして，商品の改良，ＣＭの改良，商品開発を行う
市場把握の場]，投稿された情報を参考にして商品を選択する
チコミ情報は嗜好や年齢などが近いユーザ・商品を実際に使ったユーザの感想を参考にできると
いったメリットが挙げられる．しかし，大量な情報から自分で情報の取捨選択を行わなければな
らないといったデメリットも考えられる．長い文章を読まなくても商品傾向が分かるような商品
指標を提案する必要があると考える．
本研究の目的は，商品評価掲示板の商品評価値とクチコミで使われている用語を取り入れ，消
費者が一目で商品を把握できる商品指標を提案することである．調査対象商品を
ら 1 年間に化粧品評価掲示板が提供しているランキングの上位
する．データ取得期間は2006年
件である．まず，クチコミ本文を抽出し形態素解析により用語単位に分け，良く使われる名詞と
形容詞の上位 100用語を抽出する．抽出した上位
分けを行う．化粧品評価掲示板が提示している商品効果を補うような用語の組み合わせを用語グ
ループと定義付け商品効果に組み込んだ結果，
本研究の提案指標は，用語グループ
品効果 8項目の全 13項目となった．用語グルー
プと合わせた商品効果を独立変数，評価値を従
属変数として商品ごとに回帰分析を行う．回帰
分析により，求められた標準偏回帰係数を商品
の指標としてレーダ・チャートに図示
に赤色で示してある項目が本研究で提案した指
標，青色で示したのが化粧品評価掲示板の指標
である． 図 提案指標を用いた商品評価
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20 にランクインされた化粧水と
6月からの2年間で，研究対象として扱えるクチコミ情報は
100用語で主成分分析を行い，用語のグループ
5 項目と商
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